
ともに歩み  ともに育む  男女共同参画のまちづくりほか 
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●
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
情
報
誌

　
〜w

ith Y
O

U

〜

　
平
成
17
年
に
創
刊
し
、
現
在
ま
で
第
９

号
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
情
報
誌
は
、

市
民
４
人
の
編
集
委
員
と
と
も
に
、
制
作

し
て
い
ま
す
。

　
取
材
・
編
集
・
構
成
の
過
程
に
市
民
が

携
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

で
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を

心
掛
け
、
皆
さ
ん
に
、
よ
り
理
解
し
て
も

ら
え
る
情
報
誌
と
な
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

●
三
原
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
理
解

を
広
め
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
を
図
る

た
め
に
、
市
民
企
画
に
よ
る
三
原
い
き
い

き
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
み
は
ら
ウ
イ
メ
ン
ズ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
︵
市
内
の
９
つ
の
女
性
団
体
が
、

相
互
連
携
を
図
り
、
男
女
共
同
参
画
の
実

現
に
向
け
て
、
と
も
に
活
動
す
る
団
体
︶
の

企
画
で
、
認
知
症
予
防
や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
の
問
題
を
通
し
て
、

男
女
共
同
参
画
を
考
え
ま
し
た
。

第
１
回
三
原
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

︿
認
知
症
予
防
と
認
知
症
へ
の
関
わ
り
方
﹀

　
12
月
6
日
、
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
で
、
横

田
貞
子
さ
ん
と
池
本
富
美
惠
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、﹁
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
温
か

く
見
守
り
支
援
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
﹂
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
男
女
が
と
も
に
介
護
に
か
か
わ
る
と
と

も
に
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
家
族

を
支
え
る
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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市
で
は
、
平
成
19
年
に
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
人
づ
く
り
、
環
境
づ
く

り
、
社
会
づ
く
り
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
23
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
５
年
間
の
計
画
で
、
そ
の
施
策
は

多
岐
に
渡
り
ま
す
。
行
政
と
市
民
、
事
業
者
、
各
関
係
機
関
が
連
携
し
、
計
画
の
実
行
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲認知症を正しく理解し、地域を支えることが大切です
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き
　
２
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20
日
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30
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と
こ
ろ
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
ペ
ア
シ

　
テ
ィ
三
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西
館
2
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︶

内
容
　
落
語
や
ト
ー
ク
な
ど
で
、
笑
い

　
を
交
え
な
が
ら
、
真
に
自
分
ら
し
く

　
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
﹁
生
き
生
き

　
ラ
イ
フ
﹂
を
提
案

講
師
　
タ
イ
ニ
ィ 

エ
ッ
グ
ズ

定
員
　
１
０
０
人︵
先
着
順
︶

参
加
費
　
無
料

第
３
回
三
原
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
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●
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
地
域
別

　
ミ
ニ
集
会

　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
各
地
域
や
団
体
、
職

場
に
お
い
て﹁
男
女
共
同
参
画
っ
て
な
あ
に
﹂、

﹁
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
現
状
と
課

題
﹂
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
ミ
ニ
集
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
月
末
ま
で
に
各
地
域

で
７
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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とき　２月20日（土）13時〜16時30分

ところ　中央公民館　第２・第３講座室

内容　まちづくり支援事業活動団体が１

　年間の活動成果を発表。その後、発表

　団体と参加者を交えて、情報交換を行

　う活動交流会を開催

対象　まちづくり活動をしている人、こ

　れから活動を始めようとする人、活動

　に興味のある人

定員　50人（申し込み先着順)

申し込み　17日(水)までに、まちづくり推

　進課（30848461845084846199

machizukuri@city.mihara.hiroshima.

　jp)へ
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●
老
人
大
学
料
理
教
室

　
11
月
25
日
、
市
民
福
祉
会
館
で
、老
人
大
学

の
料
理
教
室
２
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

教
室
は
、
１
年
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
、

女
性
18
人
、
男
性
７
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

老
人
大
学
の
料
理
教
室
が
始
ま
っ
た
30
年

前
は
、
男
性
の
参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
次
第
に
増
え
て
い
き
、
現

在
は
男
女
の
お
互
い
の
良
さ
を
認
め
合
う

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
参
加
者
の
男
性
は
﹁
料
理
教
室
に
入
っ

た
こ
ろ
は
、
女
性
ば
か
り
で
少
し
肩
身
が

狭
か
っ
た
け
ど
、
少
し
ず
つ
仲
間
が
増
え
て
、

今
は
本
当
に
楽
し
い
で
す
。
た
ま
に
は
家

で
も
料
理
を
や
っ
て
い
ま
す
﹂
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
男
性
の
家
事
・
育
児
・
介

護
な
ど
へ
の
参
画
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

●
地
域
防
災
計
画

　
市
の
防
災
体
制
な
ど
を
定
め
た
地
域
防

災
計
画
に
、﹁
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
防
災
体
制
の
確
立
に
努
め
る
﹂
こ

と
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、防
災
体
制
な
ど
を
決
定
す
る
防
災
会

議
の
構
成
機
関
と
し
て
女
性
団
体
が
加
わ
り
、

幅
広
い
視
点
に
基
づ
く
防
災
体
制
・
対
策
の
確

立
に
向
け
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
総
合
的
な
防
災
体
制
・
対

策
の
構
築
に
向
け
、
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
て
い
き
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
施
策
を
推
進
に
す
る
に

あ
た
り
、
市
民
の
幅
広
い
意
見
と
助
言
を
求

め
、
市
の
男
女
共
同
参
画
行
政
の
効
果
的
な

推
進
を
図
る
た
め
、
今
年
度
、
男
女
共
同
参

画
推
進
懇
話
会
を
設
置
し
、12
月
16
日
に
第

１
回
推
進
懇
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
懇
話
会
で
は
、
条
例
の
検
討
や
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
点
検
評
価
を
し
、
男

女
共
同
参
画
行
政
の
効
果
的
な
推
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
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男
女
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参
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に
向
け
て
の
推
進
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〜あなたの撮影した写真を
　広報に載せてみませんか〜
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Eﾒｰﾙ

　広報みはら4月号から、テーマに沿った

写真を市民の皆さんから募集し、毎月掲

載する市民フォトギャラリーを開設します。

写真の掲載などにより、市民の皆さんが

参加する広報誌づくりをめざします。

テーマ　みはらの四季、みはら再発見、み

　はらの新たな観光スポット

募集期限　２月26日（金）（以後毎月末まで）

掲載場所・枚数　最終ページに1枚

応募資格　市内に在住・通勤・通学の人

選考　秘書広報課で選考し、掲載が決定

　した場合、本人に連絡します

申し込み　封書またはＥメールに、写真か

　写真データを添えて、①撮影者名②住所・

　電話番号③撮影日④撮影場所⑤作品タ

　イトルを記入し、秘書広報課（市役所本

　庁３階〒723-8601港町三丁目５番１号

　3084846007 koho@city.mihara.

　hiroshima.jp）へ
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▲見事な包丁さばき


